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第 148 回東邦医学会例会プログラム 
 

平成 28 年 6 月 15 日(水)  17 時～20 時 10 分 
平成 28 年 6 月 16 日(木)  17 時～20 時 20 分 
平成 28 年 6 月 17 日(金)  17 時～20 時 26 分  

会 場：  東邦大学医学部大森臨床講堂（5 号館 B1F） 
 

当番教室： 15 日 外科学講座一般・消化器外科学分野（大森）   金子弘真教授 

16 日 麻酔科学講座（大森）     落合亮一教授 

17 日 泌尿器科学講座（大森）       中島耕一教授 

 
 

6 月 15 日(水) 
開会の辞 ______________________________________   外科学講座一般・消化器外科学分野（大森） 金子弘真教授 

当番教室： 外科学講座一般・消化器外科学分野（大森） 

A．平成27年度プロジェクト研究報告 1              (発表：各8分，討論:各2分）  

座長： 教授 本間 栄先生 （大森呼吸器内科） 1～3 席 （17:00-17:30） 

1. レジオネラ肺炎におけるメトホルミンの効果（8 分）         ○梶原千晶（微生・感染），内藤 拓（免疫） 
2. 日本で検出される市中感染型 MRSA の病原性の検討（8 分） 

                                ○山口哲央（微生・感染），卜部尚久（大森呼内） 
3. 間質性肺炎合併肺高血圧症患者における肺動静脈病変ならびに 

alveolar capillary multiplication を対象とした臨床画像病理学的検討（8 分） 
 ○太田宏樹，古河まりえ(大森呼内)，冠木敬之(大森循内) 

座長： 教授 伊豫田 明先生 （大森呼吸器外科） 4～6 席 （17:30-18:00） 
4. 免疫抑制マウスモデルを用いた Candida albicans のトランスロケーション誘導因子の探索（8 分） 

○南條友央太（微生・感染），宮﨑泰斗（総診） 
5. 胃癌患者における新しい血液腫瘍マーカー開発に関する研究（8 分） 

                                ○名波竜規，大嶋陽幸（大森消外） 
6. Ⅱ型肺胞上皮細胞特異的アポトーシス誘導モデルの確立（8 分）   

 ○黒澤武介(大森呼内)，仁科隆史(生化) 

B．大森病院 CPC  Clinico-pathological conference（CPC）                              

司会： 講師 栃木直文先生 （大森病院病理） 7 席 （18:00-19:00） 

7. 多発血管炎性肉芽腫症の経過中に脾臓出血を来した 1 例 

山田壯一(大森膠原病），三上哲夫（病理）   

C．研修医発表（大森病院初期研修医）1                      (発表：各 7 分，討論:各 2 分）   

座長： 教授 久布白兼行先生 （大橋産科婦人科） 8～11 席 （19:00-19:36） 

8.  右卵巣類内腺癌合併妊娠の 1 例 （7 分）                  小瀧 曜，指導：玉置優子（大森産婦） 

9.  OHSSに対してCARTを施行した１症例 （7分）               小林 輝，指導：森山 梓(大森産婦) 

10. 乳房異物摘出術を施行した 1 例 （7 分）             栗原奈津子，指導：齊藤芙美(乳腺・内分泌) 

11. 若年性乳がんの既往のある子宮体癌の 1 例 （7 分） 

藤澤理沙人，指導： 玉置優子（大森産婦） 

D．一般演題 1                                           (発表：7 分，討論:2 分）   

座長： 教授 和田弘太先生（大森耳鼻咽喉科） 12 席 （19:36-19:45） 

12. 網膜ぶどう膜炎に対してインフリキシマブが著効した１例 （7 分） 
小松哲也，岡部智子，堀 裕一（大森眼科） 

E．大学院学生研究発表 1                                       (発表：8 分，討論:2 分）   

座長： 教授 和田弘太先生（大森耳鼻咽喉科） 13 席 （19:45-19：55） 

13. リコンビナントトロンボモジュリン製剤は特発性肺線維症急性増悪の生存率改善に寄与する（8 分） 

一色琢磨（生体応答系），指導教授：本間 栄教授(大森呼内) 

審査員：伊豫田明教授，海老原覚教授，松瀬厚人教授 
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F．平成 27 年度医学研究科推進研究報告 1                          (発表：10 分，討論：5 分）   

座長： 教授 和田弘太先生（大森耳鼻咽喉科） 14 席 （19:55-20：10） 

14. 関節リウマチ滑膜組織における TNF-α, IFN-γ, IL-17 の発現と相関（10 分）  

   中島 新(佐倉整形) 
 

6 月 16 日(木) 

当番教室： 麻酔科学講座（大森） 

G．大学院学生研究発表 2                               (発表：各 8 分，討論:各 2 分）  

座長： 教授 西脇祐司先生 （衛生学） 1～3 席 （17:00-17:30） 

1. HbA1c と聴力低下に関する縦断研究（8 分） 

長濱さつ絵（社会環境医療系），指導教授：西脇祐司教授(衛生学) 

審査員：長谷川友紀教授，鈴木光也教授，弘世貴久教授 

2. 細菌感染とウイルス感染鑑別のための新規バイオマーカーの検討（8 分） 

遊佐貴司（生体応答系），指導教授：舘田一博教授(感染免疫) 

審査員：澁谷和俊教授，中野裕康教授，近藤元就教授 

3.  In patients with small bowel Crohn’s disease, faecal calprotectin level correlates well  

with balloon-assisted endoscopy and computed tomography enterography findings（8 分） 

新井典岳（代謝機能制御系），指導教授：五十嵐良典教授(臨床腫瘍学) 

審査員：瓜田純久教授，船橋公彦教授，前谷 容教授 

座長： 教授 小竹良文先生 （大橋麻酔科） 4～6 席 （17:30-18:00） 

4. 胸部下行大動脈置換術時の急性腎障害における尿中バイオマーカーL-FABP の検討（8 分） 

鎌田高彰（高次機能制御系），指導教授：落合亮一教授(大森麻酔) 

審査員：渡邉善則教授，小竹良文教授， 北村享之教授 

5. 下行大動脈瘤手術における分離肺換気中の酸素化に及ぼす左心バイパスの影響（8 分） 

菅 規久子（高次機能制御系），指導教授：落合亮一教授(大森麻酔) 

審査員：小竹良文教授，北村享之教授，渡邉善則教授 

6. 腹横筋膜面(TAP)ブロックおよび腹直筋鞘(RS)ブロック施行後の血中レボブピバカイン濃度の比較（8 分） 

安村里絵（高次機能制御系），指導教授：落合亮一教授(大森麻酔) 

審査員： 北村享之教授，小竹良文教授，杉山 篤教授 

座長： 教授 諸井雅男先生 （大橋循環器内科） 7～9 席 （18:00-18:30） 

7. ニトログリセリンの大動脈と大腿・腓骨動脈弾性能に及ぼす効果の選択的評価システムの研究（8 分） 

山本智幸（代謝機能制御系），指導教授：龍野一郎教授(佐倉糖代内) 

審査員：武城英明教授，東丸貴信教授，諸井雅男教授 

8. 慢性腎臓病患者の加齢に伴う蛋白質摂取量の減少と geriatric nutritional risk index の関係（8 分） 

木内亜希（代謝機能制御系），指導教授：相川 厚教授(大森腎臓) 

審査員：長谷弘記教授，川合眞一教授，中島耕一教授 

9. 小児急性リンパ性白血病における ZNF384 関連融合遺伝子の探索と臨床的特徴（8 分） 

平林真介（代謝機能制御系），指導教授：小原 明教授(臨床腫瘍学) 

審査員： 澁谷和俊教授，島田英昭教授，近藤元就教授 

H．教授特別講演 1                                                           

座長： 准教授 本多 満先生（総合診療・救急医学） 10 席 （18:30-18:50） 

10. 虚血性心疾患に対する外科治療の進歩（20 分）  

外科学講座心臓血管外科学分野（大森） 渡邉善則 教授  

I．一般演題 ２                                                  (発表：7 分，討論:2 分）  

座長： 准教授 本多 満先生（総合診療・救急医学） 11 席 （18:50-18:59） 

11. 進行性多巣性白質脳症と鑑別を要した lymphomatosis cerebri の 1 例（7 分） 
○栄山雄紀，桝田博之，渕之上裕，小此木信一，寺園 明，安藤俊平，福島大輔， 

野本 淳，近藤康介，原田直幸，根本匡章，周郷延雄（大森脳外） 
若山 恵（大森病院病理） 
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J．平成 27 年度医学研究科推進研究報告 2                       (発表： 10 分，討論：5 分）  

座長： 准教授 本多 満先生（総合診療・救急医学） 12 席 （18:59-19:14） 
12. 肺癌に対する分子生物学的特性に基づいた個別化治療のシステム構築（10 分）   

伊豫田 明（大森呼外） 

K．平成 27 年度プロジェクト研究報告 2                        (発表：各 8 分，討論：各 2 分）  

座長： 准教授 髙井雄二郎先生（大森呼吸器内科）  13～15 席 （19:14-19:44） 
13. デジタル PCR を用いた非侵襲的な耐性遺伝子変異の開発（8 分）  

 ○磯部和順（大森呼内），石原 晋（血液腫瘍） 
14. インフルエンザ感染後の二次性肺炎球菌性肺炎の発症機構の解明（8 分） 

○三村一行，木村聡一郎（微生・感染） 
15. L/N 型 Ca 拮抗薬シルニジピンによる抗狭心症作用の有効性検証（8 分） 

○曹 新，安東賢太郎（薬理） 

L．研修医発表（大森病院初期研修医）2                       (発表：各 7 分，討論：各 2 分）  

座長： 教授 弘世貴久先生（大森糖尿病・代謝・内分泌） 16・17 席 （19:44-20:20） 
16. うつ症状が先行したパーキンソン病の 1 例（7 分）  

 田久保陽司，指導：舩渡川智之（大森精神） 
17. 糖尿病入院治療中に胸部 X 線検査で見つかった肺結核の 1 例（7 分）  

永田有司，指導：前田 正（総診内科) 
座長： 教授 中嶋 均先生（総合診療・救急医学）  18・19 席 （19:44-20:20） 

  18. 薬剤性高カルシウム血症を来した 1 例（7 分）     古谷花絵，指導：前田 正（総診内科) 
19. Abiotrophia defectiva による感染性心内膜炎を起こした１例（7 分）  

柏木克仁，指導：佐藤高広（総診内科) 
 

6 月 17 日(金)  
当番教室： 泌尿器科学講座（大森） 

M．一般演題 3                                            (発表：7 分，討論: 2 分）  

座長： 講師 安東賢太郎先生（薬理学） 1 席 （17:00-17:09） 
1. 非定型抗精神病薬 paliperidone の電気薬理学的作用：ハロセン麻酔犬での評価（7 分）  

○千葉浩輝（東洋医学・薬理），和田 剛，曹 新，中村裕二， 
中瀬古寛子，安東賢太郎，杉山 篤（薬理） 

N．教授特別講演 2                                                           

座長： 講師 安東賢太郎先生（薬理学） 2 席 （17:09-17:29） 

2. 侵襲下の体液管理に関する最近の進歩（20 分）  

麻酔科学講座（大橋） 小竹良文 教授   

O．平成 27 年度プロジェクト研究報告 3                          (発表：各 8 分，討論:各 2 分）  

座長： 講師 安東賢太郎先生（薬理学） 3 席 （17:29-17:39） 
3. 薬物の心筋興奮収縮連関に対する作用機序の解明：ヒト iPS 心筋を用いて（8 分）  

〇中村裕二，中瀬古寛子（薬理） 
座長： 教授 岩渕 聡先生（大橋脳神経外科） 4～6 席 （17:39-18:09） 

4. 未解明の網膜神経節細胞の局所神経回路（8 分）     ○星 秀夫（生体構造），恒岡洋右（微細形態） 
5. グリオーマ幹細胞を標的とした Notch シグナル阻害による新規治療法の開発（8 分）  

○齋藤紀彦，平井 希（大橋脳外） 
6. 医学部における模擬患者を導入した PBL テュートリアルの実施と評価（8 分）  

○中田亜希子（医学教育学），岡田弥生（教育開発室） 
座長： 教授 瓜田純久先生（総合診療・救急医学） 7 席 （18:09-18:19） 

7. ディフィシル菌に対するバイオフィルム形成阻害剤の網羅的探索（8 分）  
○濱田将風（感染症高度），青木弘太郎（微生・感染） 

P．大学院学生研究発表 3                                (発表：各 8 分，討論：各 2 分）   

座長： 教授 瓜田純久先生（総合診療・救急医学） 8・9 席 （18:19-18:39） 
8. 日本における臨床および鶏肉由来Campylobacter jejuni の分子疫学的検討（8分）  

            大石貴幸（生体応答系），指導教授： 石井良和教授(微生物・感染症) 
審査員： 瓜田純久教授，島田英昭教授，草地信也教授 

9. 実験的自己免疫性神経炎に対する phosphodiesterase-3 阻害の影響（8 分）  
萩原 渉（高次機能制御系），指導教授：藤岡俊樹教授(大橋神内) 

審査員：澁谷和俊教授，岩崎泰雄教授，榊原隆次教授 
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座長： 教授 亀田秀人先生（大橋膠原病）  10～12 席 （18:39-19：09） 
10. ステロイド性骨粗鬆症における Wnt/β-catenin 経路の臨床的意義（8 分）  

川添麻衣（生体応答系），指導教授：川合眞一教授(大森膠原病) 
審査員：龍野一郎教授，弘世貴久教授， 高橋 寛教授 

11. 関節リウマチ（RA）の病態形成におけるミッドカイン（MK）の役割に関する研究（8 分）  
（※この発表は平成 27 年度プロジェクト研究報告も兼ねる）  

進藤恵実子（生体応答系），指導教授：川合眞一教授(大森膠原病) 
審査員：三上哲夫教授，盛田俊介教授，武城英明教授 

12. ステロイド療法による下垂体-副腎抑制における炎症性サイトカインの関与（8 分） 
藤尾夏樹（生体応答系），指導教授：川合眞一教授(大森膠原病) 

審査員：弘世貴久教授，龍野一郎教授，亀田秀人教授 
座長： 教授 船橋公彦先生（大森一般・消化器外科）  13～15 席 （19:09-19：39） 

13. 肝細胞癌における血清 galectin-1 自己抗体の解析（8 分）  
白鳥史明（代謝機能制御系），指導教授：金子弘真教授(大森消外) 

審査員：前谷 容教授，住野泰清教授，三上哲夫教授 
14. 骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)による新規の血管新生メカニズム（8 分）  

中道美保（高次機能制御系），指導教授：大西 清教授(大森形成) 
審査員：高橋 啓教授，諸井雅男教授，林 明照教授 

15. サイログロブリンのカテプシン H に対する影響の検討（8 分） 
小田健三郎（代謝機能制御系），指導教授：弘世貴久教授(大森糖代内) 

審査員：池田隆德教授，川合眞一教授，龍野一郎教授 
座長： 教授 東丸貴信先生（佐倉臨床生理機能）  16・17 席 （19:39-19：59） 

16. 間質性肺炎に合併した浸潤性粘液腺癌外科切除例の高分解能 CT 所見の特徴について（8 分）  
宮本 篤（生体応答系），指導教授：本間 栄教授(大森呼内) 

審査員：伊豫田明教授，松瀬厚人教授，海老原覚教授 
17. うっ血性心不全患者におけるオルプリノンとミルリノンの効果の比較（8 分）  

土橋慎太郎（代謝機能制御系），指導教授：池田隆德教授(大森循内) 
審査員：諸井雅男教授，東丸貴信教授，渡邉善則教授 

Q．研修医発表（大森病院初期研修医） 3                      (発表：各 7 分，討論：各 2 分）   

座長： 准教授 小林秀行先生（大森泌尿器科）  18～20 席 （19:59-20：26） 

18. Selective IUGR の 1 例（7 分）                      古守真由子，指導：北村 衛（大森産婦） 

19. 川崎病の治療中に Stevens-Johnson 症候群（SJS）を合併した 1 例（7 分）  
  判治由律香，指導：澤 友歌（大森小児） 

20. 感染性心内膜炎に化膿性椎間板炎を併発した 1例（7分）     坪野雅一，指導：前田 正(総診内科) 

 

 

閉会の辞  ________________________________________________________  泌尿器科学講座（大森） 中島耕一教授 

 

 

 

1）  「休憩」は当日の進行状況によっては割愛することがあります。 

1) 一般演題，大学院学生研究発表，プロジェクト研究報告，研修医発表，医学研究科推進研究報告，分科会報告の演者

は，開催当日までに必ず「雑誌掲載用講演抄録」（演題，演者名，本文 400字程度， Keywords英語 3語以内* ）の出力紙

とデータ（CD-R ・USB 等）を受付にご提出になるか， e-mail にデータ添付でお送りください   （ E-mail ：         

igakukai○med.toho-u.ac.jp）。 * Keywords は東邦医学会雑誌総索引に掲載されますので，適切な用語を選んで下さい。 

2)教授特別講演の先生は，事前にお渡しした執筆依頼のとおり，例会当日より 4 週間後に 4,000 字程度にご講演内容をまと

めて提出してください。 

3)CPC の先生は当日お渡しする執筆依頼に従って御執筆いただき，例会当日より 4 週間後に提出してください。 

4)当番教室企画講演，CPC の先生は，例会当日より 4 週間後に 3,200 字程度の総説形式講演要旨として提出してください。 

5)医学会賞受賞記念講演の先生は，例会当日より 4 週間後に 2,000 字程度の講演要旨を提出してください。 

※1），2），3）４）5）とも東邦医学会雑誌近刊号に掲載の予定です。 

※詳細は後日事務局までお問い合わせください（内線 2465）。 

 5 号館地下臨床講堂 内線：3862  /  PHS：79912（開催日のみ） 


